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問
合
せ　

学
校
教
育
課　

内
線
６
３
２

低
所
得
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

　

価
格
高
騰
の
影
響
を
踏
ま
え
、
低
所
得
世
帯

を
支
援
す
る
た
め
、
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象（
基
準
日
令
和
５
年
12
月
１
日
）

　

①
令
和
５
年
度
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世

　
　

帯
の
世
帯
主

　

②
18
歳
以
下
の
児
童
が
同
一
世
帯
に
属
す
る

　
　

令
和
５
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯
ま
た
は

　
　

均
等
割
の
み
課
税
世
帯
の
世
帯
主

給
付
額　

①
一
世
帯
あ
た
り
10
万
円

　

②
18
歳
以
下
の
児
童
１
人
あ
た
り
５
万
円

申
請
方
法　

確
認
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

　

返
送（
振
込
み
予
定
は
４
月
下
旬
以
降
）

申
請
期
限　

６
月
30
日（
日
）

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

給
付
金
問
合
せ
窓
口
☎（
43
）５
１
１
０

７
月
実
証
運
行
開
始「
幸
手
市

乗
合
型
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
」

利
用
者　

市
内
在
住
の
人
で
、
事
前
利
用
登
録

　

を
し
て
い
る
人

基
本
運
賃（
１
乗
車
）　

中
学
生
以
上
／
３
０
０

　

円
、
小
学
生
／
２
０
０
円
、
乳
幼
児
／
無
料

運
行
路
線　

幸
手
駅
～
杉
戸
高
野
台
駅
・
コ
ミ
ュ

　

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
～
東
鷲
宮
駅

※
停
留
場
以
外
で
の
乗
降
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（　

１
３
６
２
８
）ま

　

た
は
広
報
さ
っ
て
５
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ　

く
ら
し
防
災
課

埼
玉
県
収
入
証
紙
代
金
還
付
申
請

　

埼
玉
県
収
入
証
紙
は
、
令
和
６
年
３
月
末
で

利
用
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

未
使
用
の
証
紙（
汚
損
、
毀
損
し
た
証
紙
を
除

く
）を
保
有
し
て
い
る
場
合
は
、
令
和
10
年
12
月

末
ま
で
、
証
紙
を
返
還
し
て
、
証
紙
代
金
の
還

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

県
出
納
総
務
課
☎
０
４
８（
８
３
０
）

　

５
７
１
４

会

計

年

度

任

用

職

員

募

集

　

申
込
書
や
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
保
育
士
・
保
育
補
助

募
集
人
数

　

保
育
士
資
格
を
有
す
る
人
／
２
人

　

保
育
士
資
格
不
要
／
３
人

※
勤
務
日
数
・
勤
務
時
間
は
相
談
に
よ
り
決
定
す

　

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

問
合
せ　

こ
ど
も
支
援
課
☎（
42
）８
４
５
４

▼
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
講
師

内
容　

児
童
の
放
課
後
学
習
の
支
援

条
件　

教
員
免
許
を
有
す
る
人

募
集
人
数　
　

４
～
７
人

勤
務
場
所　

幸
手
市
内
の
指
定
さ
れ
た
小
学
校

計

画

な

ど

の

策

定

▼
幸
手
市
地
域
公
共
交
通
計
画

　

市
内
の
公
共
交
通
を
将
来
に
渡
り
確
保
・
維

持
す
る
た
め
の
今
後
の
取
組
み
の
方
向
性
を
示

し
て
い
ま
す
。

計
画
期
間　

令
和
６
年
度
～
令
和
10
年
度

閲
覧
場
所　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
合
せ　

く
ら
し
防
災
課

▼
幸
手
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
９
期
介
護
保
険

　

事
業
計
画

　

令
和
６
年
度
～
８
年
度
に
必
要
と
な
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
見
込
み
量
や
提
供
体
制
、
65
歳
以

上
の
人
の
介
護
保
険
料
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

閲
覧
場
所　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
合
せ　

介
護
福
祉
課
☎（
42
）８
４
４
４

▼
第
３
次
幸
手
市
教
育
大
綱

　

教
育
、
学
術
お
よ
び
文
化
の
更
な
る
振
興
を

図
る
た
め
の
基
本
と
な
る
目
標
や
施
策
を
定
め

問
合
せ　

市
民
課　

内
線
１
２
３

幸
手
市
水
道
事
業
審
議
会
委
員

公

募

委

員

募

集

応
募
資
格 

つ
ぎ
の
い
ず
れ
も
満
た
す
人

　

①
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
20
歳
以
上
70

　
　

歳
未
満
の
人

　

②
応
募
日
現
在
に
お
い
て
、
幸
手
市
の
附
属
機

　
　

関
な
ど
の
委
員
に
委
嘱
さ
れ
て
い
な
い
人

　

③
政
党
役
員
、
政
党
職
員
そ
の
他
の
政
治
団
体　

　
　

関
係
者
で
な
い
人

募
集
定
員　

３
人

任
期　

令
和
６
年
４
月
～
令
和
７
年
10
月（
予
定
）

応
募
方
法　

４
月
19
日（
金
）ま
で
に
、
応
募
用

　

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送
、
直
接

　

持
参
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

※
応
募
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
ま
た
は
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法　

書
類
審
査
に
よ
る

※
選
考
結
果
は
、
応
募
者
全
員
に
連
絡
し
ま
す
。

問
合
せ　

水
道
管
理
課
☎（
48
）０
０
５
０

保

養

施

設

宿

泊

費

助

成

対
象 

保
養
施
設
に
宿
泊
す
る
日
に
つ
ぎ
の
要
件

　

の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
助
成
券
交
付
時
点

　

で
保
険
税（
料
）の
未
納
が
な
い
人

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

助
成
額（
１
人
・
１
泊
あ
た
り
）

・
大
人（
12
歳
以
上
）
／
２
０
０
０
円

・
小
人（
３
歳
以
上
12
歳
未
満
）
／
１
０
０
０
円

申
込
み　

①
保
養
施
設
に
予
約

②
保
険
年
金
課
に
申
し
込
み
、
後
日
助
成
券
が

　

送
付
さ
れ
る

③
宿
泊
時
に
助
成
券
を
保
養
施
設
に
提
出

※
保
養
施
設
の
一
覧
や
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

保
険
年
金
課　

内
線
１
４
３

市

民

農

園

利

用

者

募

集

利
用
期
間　

５
月
１
日
～
令
和
７
年
３
月
31
日

場
所　

大
字
幸
手
２
８
１
４
‐
１

募
集
区
画　

14
区
画（
30
㎡
／
区
画
）

使
用
料　

１
区
画
７
０
０
０
円
／
年

※
年
度
途
中
か
ら
の
利
用
の
場
合
は
、
月
割
計

　

算
し
た
金
額
と
な
り
ま
す
。

申
込
み　

４
月
17
日（
水
）ま
で
に
電
話
ま
た
は

　

Ｆ
Ａ
Ｘ

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

農
業
振
興
課　

内
線
５
３
５
・
（
43
）

　

１
１
２
３

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当

　

重
度
の
障
が
い
を
有
し
、
日
常
生
活
に
お
い

て
常
時
特
別
の
介
護
を
要
す
る
人
を
対
象
に
し

た
手
当
で
す
。
障
害
者
手
帳
の
所
持
に
よ
り
支

給
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
所
得
や
医
師
の
診

断
書
に
基
づ
き
支
給
判
定
し
て
い
ま
す
。

▼
支
給
額
改
定

特
別
障
害
者
手
当（
月
額
）　

２
万
８
８
４
０
円

障
害
児
福
祉
手
当（
月
額
）　

１
万
５
６
９
０
円

経
過
的
福
祉
手
当（
月
額
）　

１
万
５
６
９
０
円

問
合
せ　

社
会
福
祉
課
☎（
42
）８
４
３
５

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

扶

養

手

当

額

の

変

更

　

令
和
６
年
度
の
児
童
扶
養
手
当
お
よ
び
特
別

児
童
扶
養
手
当
の
手
当
額
が
3.2
％
の
引
き
上
げ

と
な
り
ま
す
。

▼
児
童
扶
養
手
当（
月
額
）

児
童
１
人　

４
万
５
５
０
０
円
～
１
万
７
４
０
円　
　
　
　
　
　
　
　

第
２
子
加
算　

１
万
７
５
０
円
～
５
３
８
０
円　
　

第
３
子
加
算　

６
４
５
０
円
～
３
２
３
０
円

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当（
月
額
）

１
級　

５
万
５
３
５
０
円

２
級　

３
万
６
８
６
０
円

問
合
せ　

こ
ど
も
支
援
課
☎（
42
）８
４
５
４

木

造

住

宅

耐

震

補

助

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
確
認
を
取

得
し
建
築
し
た
、
旧
耐
震
基
準
の
木
造
一
戸
建

て
住
宅
な
ど
の
耐
震
診
断
や
、
診
断
結
果
か
ら

耐
震
改
修
が
必
要
と
判
断
さ
れ
実
施
す
る
耐
震

改
修
工
事
を
対
象
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

補
助
額

・
耐
震
診
断
に
要
し
た
費
用
の
１
／
２

　
　
（
１
０
０
０
円
未
満
切
捨
て
）上
限
５
万
円

・
耐
震
改
修
工
事
に
要
し
た
費
用
の
１
／
２

　
　
（
１
０
０
０
円
未
満
切
捨
て
）上
限
20
万
円

※
市
内
の
設
計
・
施
工
業
者
に
発
注
す
る
も
の

　

が
対
象
で
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

問
合
せ　

建
築
指
導
課　

内
線
５
７
２

就

学

援

助

の

申

請

受

付

　

小
・
中
学
生
が
い
る
家
庭
で
、
学
用
品
費
や

給
食
費
な
ど
の
支
払
い
が
困
難
な
家
庭
に
、
費

用
の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。

対
象　

・
世
帯
の
前
年
所
得
の
合
計
が
、
市
の

　

定
め
る
基
準
額
以
下
の
家
庭

・
生
活
保
護
が
停
止
・
廃
止
さ
れ
た
家
庭

・
市
民
税
が
非
課
税
・
減
免
さ
れ
た
家
庭

・
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
家
庭

申
請
期
限　

４
月
30
日（
火
）ま
で

申
請
方
法　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
学

　

校
教
育
課
ま
た
は
各
学
校
へ
提
出

添
付
書
類　

賃
貸
住
宅
在
住
の
場
合
、
契
約
書

　

や
家
賃
通
知
書
な
ど
の
写
し

※
申
請
理
由
が「
減
免
」の
場
合
、「
減
免
通
知
書
」

　

な
ど
の
写
し
も
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
毎
年
度
、
申
請
が
必
要
で
す
。

※
認
定
審
査
は
、
市
民
税
の
申
告
内
容
を
参
考

　

に
す
る
た
め
必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
３
月
に
新
小
学
１
年
生
を
対
象
と
し
た
就
学

　

援
助
費
の
支
給
を
受
け
た
家
庭
も
、
改
め
て

　

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

学
校
教
育
課　

内
線
６
３
４

市 長 コラ ム

 「辛から幸」へのプラスワン 
　令和 6年度がスタート。今年の 1月、例年ど

おり、市長と職員の意見交換会（管理職・主査

を除く約 170 名、全 13 回）を実施しました。若

手職員との意見交換会が、市政運営上極めて有

効・有意義であることは論を待ちません。今後、

課題山積みの市政を前進させるためには、若手

職員の「プラスワン」が大きな力となります。

　辛（からい、つらい）に 1本足すと、幸手の幸

（さち、さいわい）になります。市役所の職員が

自分だけのプラスワンを探し、成果・結果を導

き出すことにより、大きな実績が生まれます。

「1人の 100 歩より、100 人の 1 歩」を大切にし

ていきます。ニーズが多様化する時代だからこ

そ、若い人たちの自由な発想から幸手市のポテ

ンシャルを活かした次の一手を期待します！

　かの松下幸之助氏語録に「強い決意から全て

が始まる、机上の論より実地の汗、心の成長に

限りなし」があります。政策に職員の若い力を

結集し、そこに市民の声をしっかり反映させ、

透明で開かれた未来志向の市政運営を目指し

ます。

幸手市長　木村純夫

て
い
ま
す
。

閲
覧
場
所　

各
公
民
館
、
図
書
館
、
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ

問
合
せ　

総
務
課　

内
線
６
２
２　

マ

イ

ナ

ン

バ

ー

カ

ー

ド

申

請

時

来

庁

方

式

の

受

付

　

初
め
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
成
す
る

人
を
対
象
に
申
請
書
作
成
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

写
真
撮
影
や
申
請
書
記
入
も
お
手
伝
い
し
ま
す
。

受
付　

平
日
午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～

　

４
時（
予
約
制
）

期
間　

12
月
27
日（
金
）ま
で

場
所　

市
民
課
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話
で

　

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

予
約　

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

　

※
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。

　

②
電
話
か
ら　

☎（
43
）１
１
１
１
内
線
１
２
８

ID


